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本研究は、英語学習において最も不安をかきたてるとされる口頭でのコミュ

ニケーション場面に不安や苦手意識を抱く児童（以下、高不安群）を対象に、

教師が不安を軽減したり、学習内容の理解を効率的に補助したりするための

Scaffoldingを行うことで、児童の「その場でのコミュニケーション自信」を高

めることを目指した。Hammond,J（2009）のマクロとミクロな Scaffoldingの

分類を土台にした 5つの Scaffoldingの授業に取り入れた結果、Scaffoldingが

児童の自信の高まりに役立つことが示唆された。また、取り入れた Scaffolding

のうち、英語の意味を理解するためにイラストや写真などを活用する「メッセ

ージの多様性を使う Scaffolding」が、高不安群の児童にとって最も分かりやす

い Scaffoldingであることが明らかになった。

今後の課題として、新たな Scaffolding の検討と実践の具体化、英語教育に

おける児童の自律性の育成方法、学習者間で行われる Scaffolding の検討が必

要になると考える。


